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No 1130号
働くルールの確立で

人間性の回復を

こ
の
４
月
に
実
施
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
明
治
Ｈ
Ｄ
の
「
事
業
再

編｣

。
子
会
社
で
あ
る
明
治
製
菓
、

明
治
乳
業
と
も
に
業
績
に
疲
弊
感

を
漂
わ
せ
る
な
か
で
の
断
行
で
す
。

特
に
明
治
製
菓
の
業
績
不
振
に
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
単
純

に

両

社

合

算

し

て

も

営

業

利

益

は

統

合

前

を

下

回

っ

て

い

ま

す

（
08
年
３
月

期
と
10

年

３

月

期

比

較
）。明

治

Ｈ

Ｄ

経

営

陣

が

、

こ

と

あ

る

ご

と

に

口

に

す

る
の
は
「
統
合
シ
ナ
ジ
ー
（
相
乗

効
果
）
の
早
期
実
現｣

で
あ
り
、
２

年
前
の
経
営
統
合
以
来
、
製
菓･

乳

業
の
相
乗
効
果
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
が
、
必
ず
し
も
そ
の
効
果
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
。今

回
の
事
業
再
編
は
、
こ
う
し

た
事
態
を
強
引
に
乗
り
切
ろ
う
と

す
る
、
あ
る
意
味
で
は
リ
ス
ク
を

と
も
な
う
行
為
と
も
い
え
ま
す
。

Ｈ
Ｄ
の
佐
藤
社
長
は
「
感
傷
に
浸
っ

て
い
る
場
合
で
は
な
い
」
と
い
い

ま
す
が
、
一
方
で
は
社
名
変
更
ま

で
し
て
「
両
社
を
一
体
化
さ
せ
る

の
は
荒
技
」（
週
刊
東
洋
経
済
）
で

は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。

再
編
を

中
心
に
す

え
た
「
２

０
２
０
ビ

ジ

ョ

ン

」

で
は
、
国

内
事
業
の

強
化･

拡
大

に

努

め

、

海
外
に
も

存
在
感
を

示
す
な
ど

と
い
い
ま

す
。
し
か

し
、
こ
う

し
た
外
向
け
ア
ピ
ー
ル
の
陰
で
目

を
離
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
業
績

低
下
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
ど
う

賃
金
を
中
心
と
す
る
労
働
コ
ス
ト

を
下
げ
労
働
条
件
を
切
り
下
げ
る

か
が
あ
り
ま
す
。
こ
と
に
明
治
製

菓
に
お
い
て
そ
の
動
き
は
顕
著
で

あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
事
業
再
編
の

大
き
な
柱
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

徹
底
し
た
労
働
コ
ス
ト･

労
働
条
件
の
切
り
下
げ
が

統
合
や
再
編
は
、
賃
金
や
労
働

条
件
な
ど
に
差
異
の
あ
る
両
社
を

一
体
化
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
機

を
ね
ら
っ
た
大
幅
な
賃
金
ダ
ウ
ン

が
す
で
に
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
製
菓
と
乳
業
の
２
社
間

に
は
大
き
な
賃
金
格
差
が
あ
り
ま

す
。
食
品
業
界
年
収
ラ
ン
キ
ン
グ

に
よ
れ
ば
、
明
治
製
菓
が
約
７
６

９
万
円
（
14
位
）
な
の
に
対
し
明

治
乳
業
は
約
６
４
６
万
円
（
41
位
）

で
あ
り
、
１
２
０
万
円
以
上
も
の

格
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
格
差
を

一
本
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
低
い

方
に
合
わ
せ
る
の
が
、
す
で
に
再

編
を
し
て
い
る
多
く
の
企
業
の
姿

で
あ
り
、
明
治
Ｈ
Ｄ
に
と
っ
て
今

回
の
再
編
は
賃
金
ダ
ウ
ン
の
一
遇

の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。

す
で
に
出
さ
れ
て
い
る
賃
金
体
系
、

報
酬
制
度
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ

て
お
り
、
調
整
給
や
激
変
緩
和
措

置
な
ど
で
一
時
的
に
目
先
を
誤
魔

化
し
て
も
、
究
極
的
に
は
大
幅
な

賃
金
低
下
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

労
働
条
件
。
特
に
人
事
異
動
の

項
で
は
、
新
た
に
で
き
る
食
品
会

社
と
薬
品
会
社
間
で
転
籍
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
は
明
治
グ
ル
ー
プ

全
体
を
視
野
に
入
れ

た
出
向
な
ど
も
提
起

さ
れ
て
い
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
内
連
結
子
会

社
は
52
社
。
全
体
で

は
１
０
０
社
に
及
び
、

出
向
先
は
限
り
な
く

広
が
り
全
国
に
わ
た
り
ま
す
。

提
案
で
は
「
人
員
削
減
は
行
な
わ

な
い｣

な
ど
と
い
い
ま
す
が
、
強
引

な
転
籍･

出
向
・
配
転
な
ど
に
応
じ

ら
れ
な
い
社
員
は
自
主
退
職
を
よ

ぎ
な
く
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
多
く

の
大
企
業
が
行
な
っ
て

い
る
リ
ス
ト
ラ
の
典
型

的
な
人
員
削
減
策
で
あ

り
、
事
業
再
編
の
裏
に

見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
一
ヵ
月
後
に

せ
ま
っ
た
大
型
再
編
。

雇
用･

く
ら
し
・
労
働

条
件
・
賃
金
な
ど
に
激

変
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
ら
か
ら
働

く
人
た
ち
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賃
金
引
下
げ
す
る
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

危
機
感
つ
の
ら
せ
る
明
菓
社
員

グ
ル
ー
プ
全
体
を
視
野
に
い
れ
た
人
事
が

典
型
的
な
人
員
削
減
策

(4)

埼
玉
県
北
の
山
村
児
玉
町
の
出

身
１
９
３
９
年
生
ま
れ
。
１
９
５

５
年
明
乳
戸
田
橋
工
場
（
現
関
東

工
場
）
入
社
。

早
く
か
ら
労
働
組
合
に
関
心
を

持
ち
、
積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
深
夜
勤
務
の
導
入
な
ど
過

酷
な
勤
務
形
態
が
拡
大
す
る
な
か

で
職
場
要
求
を
基
礎
に
し
た
労
働

組
合
活
動

が
盛

ん
な

時
期

に
執

行
委

員
と
し
て
奮
闘
。
青
年
婦
人
部
と

し
て
も
「
つ
り
部
」
、
「
山
岳
部
」

で
中
心
的
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

気
さ
く
な
性
格
で
オ
ル
グ
や
集

会
な
ど
、
ど
こ
で
も
気
軽
に
出
か

け
て
ゆ
き
ま
す
。
争
議
団
や
地
域

の
宣
伝
行
動
で
は
積
極
的
に
ハ
ン

ド
マ
イ
ク
を
握
る
貴
重
な
存
在
で

す
。ま

た
、
地
域
で
も
信
頼
が
厚
く

地
元
で
は
医
療
生
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
最
近
の

趣
味
は
山
野
草
の
収
集
、
栽
培
で

そ
の
知
識
は
玄
人
は
だ
し
で
す
。

団員の

横 顔

杉山年男

全
国
事
件

埼
玉
工
場
申
立
人

杉
山
年
男

私
し
は
静
岡
県
御
前
崎
で
７
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て

昭
和
２
年
に
生
ま
れ
た
。

戦
争
に
は
18
歳
の
時
「
赤
紙
」
で
召
集
さ
れ
、
九
州
で

終
戦
を
迎
え
た
が
、
軍
隊
の
思
い
出
は
連
日
の
「
往
復
ビ

ン
タ
」
で
し
か
な
い
。

公
務
員
で
あ
っ
た
私
は
「
レ
ッ
ト
パ
ー
ジ
」
の
第
１
号

で
も
あ
っ
た
が
、
粘
り
強
く
農
林
省
へ
と
復
帰
し
た
。
以

降
、
定
年
ま
で
労
働
運
動
に
身
を
お
い
て
き
た
。

明
乳
争
議
と
は
、
四
街
道
在
住
の
争
議
団
員
と
の
出
会
い
か
ら

「
社
長
宅
要
請
行
動
」
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
定
年
を
迎

え
て
す
で
に
十
数
年
で
の
出
来
事
で
は
あ
っ
た
が
、「
権
力
の
攻
撃
」

は
ど
こ
で
も
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
を
再
び
知
る
こ
と
と
な
っ

た
。
今
で
は
、「
明
乳
争
議
千
葉
支
援
共
闘
会
議
」
の
幹
事
に
名
を

連
ね
る
こ
と
と
な
り
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

２
月
20
日
の
「
社
長
宅
要
請
行
動
」
に
は
、
参
加
し
よ
う
と
思
っ

て
い
る
が
、
こ
の
頃
、
「
野
川
さ
ん
、
歳
は
い
く
つ
で
す
か
」
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
し
か
し
、「
人
は
夢
あ
る
限
り
青
春

で
あ
り
、
夢
を
な
く
し
た
瞬
間
か
ら
老
い
が
は
じ
ま
る
」
の
言
葉

通
り
、
歳
は
重
ね
て
も
、
私
は
ま
だ
ま
だ
青
春
を
生
き
て
い
る
つ

も
り
で
あ
る
。

た
た
か
い
の
中
で
出
会
う
若
い
人
た
ち
と
の
会
話
は
、
心
だ
け

で
な
く
体
に
流
れ
る
血
さ
え
も
勢
い
を
増
す
こ
と
を
し
み
じ
み
と

感
じ
て
い
る
こ
の
頃
で
も
あ
る
。

今
で
は
、
庭
に
あ
る
小
さ
な
畑
を
耕
し
、
少
し
ば
か
り
の
野
菜

を
知
人
や
、
ご
近
所
に
配
る
こ
と
、

そ
し
て
明
乳
争
議
の
闘
い
へ
の
参
加

が
、
大
き
な
喜
び
で
あ
り
「
青
春
を

生
き
る
」
私
の
源
泉
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

野川和一さん

明乳争議と私

四
街
道
年
金
者
組
合
員

野
川
和
一
さ
ん

都労委

審問予定

３月１６日(水)
13:30～15:30

３月２５日(金)
14:00～16:00

＊なお、３月２５日は審

問終了後、それ以降の

審問のあり方について
進行調査が入ります。

ご支援よろしくお
願いします。

東京都労働委員会へ向けた

団体署名にご協力をお願いします
労使紛争を、２６年も労働委員会や司法の場で争うことを、まったく恥じることのない明治

乳業。そしてこの間、当事者として一度も話し合いに応じることもない異常な労務政策。

私たちは全労連の支援決議を頂き、労働委員会に対し、「労働委員会制度設立趣旨」を踏まえ

た、迅速、正確な審査指揮による救済命令、及び早期全面解決への道筋を開く審査指揮を求め

た団体署名に取り組んでいます。

皆さんの一層のご協力をおねがいします。



明
治
乳
業
「
全
国
事
件
」
は
、
都

労
委
の
審
査
指
揮
を
巡
り
重
要
局
面

を
迎
え
て
い
ま
す
。
現
状
は
、
申
立

人
ら
立
証
の
深
刻
な
賃
金
・
昇
格
差

別
の
実
態
や
、
不
当
労
働
行
為
の
生
々

し
い
事
実
に
対
し
、
格
差
の
「
合
理

的
理
由
」
立
証
な
ど
、
会
社
に
よ
る

個
別
立
証
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
内
容
は
、
作
業
ミ
ス
な
ど

の
相
対
比
較
抜
き
「
ア
ラ
捜
し
個
別

立
証
」
で
、
申
立
人
ら
を
「
無
能
力

者
」「
怠
け
者
」
と
描
く
極
め
て
異

常
な
も

の
で
す
。

争
議

団

は

、

支
援
共

闘
会
議
・

弁
護
団

と
の
議

論
を
深

め
、
こ
の
異
常
な
審
査
状
況
を
変
え
、

迅
速
・
正
確
な
審
理
と
早
期
救
済
命

令
へ
の
審
査
指
揮
を
求
め
る
運
動
を

強
め
て
い
ま
す
。
1
月
27
日
に
は
、

支
援
共
闘
会
議
と
し
て
審
査
課
（
安

藤
課
長
）
へ
の
要
請
行
動
を
行
い
、

①
審
理
・
判
断
に
必
要
な
資
料
（
人

事
考
課
成
績
、
職
分
・
号
給
・
基
本

給
な
ど
）
開
示
を
会
社
に
求
め
る
こ

と
。
②
相
対
比
較
抜
き
「
ア
ラ
捜
し

個
別
立
証
」
を
規
制
し
認
め
な
い
こ

と
の
２
点
を
強
調
し
、
会
社
に
厳
し

く
求
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
明
確
に

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
社
が
審
理

に
必
要
な
資
料
開
示
を
拒
否
す
る
場

合
は
、
申
立
人
ら
の
立
証
内
容
に
基

づ
く
事
実
認
定
を
行
い
、
こ
れ
以
上

の
「
ア
ラ
捜
し
個
別
立
証
」
は
無
意

味
な
も
の
と
し
て
、
事
件
終
結
に
向

け
た
審
査
指
揮
を
発
揮
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
要
請
に
基
づ
く
調
査
期
日
が
、

3
月
25
日
（
16
時
～
17
時
30
分
）
に

予
定
さ
れ
る
等
、
今
後
の
事
件
審
理
・

判
断
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
局
面

を
迎
え
て
い
ま
す
。
支
援
共
闘
会
議

と
争
議
団
は
、
こ
の
よ
う
な
展
開
を

予
測
し
な
が
ら
、
全
労
連
の
全
面
的

支
援
決
議
も
頂
き
、
昨
秋
か
ら
都
労

委
へ
の
団
体
署
名
を
全
国
展
開
で
取

り
組
ん
で

い
ま
す
が
、

2
月
以
降

も
団
体
署

名
を
積
み

上
げ
な
が

ら
要
請
行

動
を
継
続

し
、
労
働

委
員
会
制

度
の
設
立
趣
旨
に
沿
う
審
査
指
揮
を

厳
し
く
求
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

不
当
労
働
行
為
・
差
別
の
「
や
り
得
」

を
絶
対
に
許
さ
な
い
、
民
間
大
企
業

相
手
の
残
さ
れ
た
大
型
争
議
の
終
結

を
め
ざ
す
闘
い
と
し
て
、
今
年
の
早

期
に
勝
利
解
決
へ
の
道
筋
を
切
り
開

く
こ
と
を
決
意
し
頑
張
り
ま
す
。

（２）

救
済
命
令
め
ざ
し
都
労
委
に
正
確
な

審
査
指
揮
求
め
る
要
請
行
動

昨
年
11
月
、
中
央
労
働
委
員
会

委
員
改
選
（
第
期
）
に
向
け
、
労

働
委
員
会
民
主
化
対
策
会
議
は
労

働
者
委
員
の
公
平
任
命
を
求
め
る

と
同
時
に
、
公

益
委
員
の
選
考

基
準
に
つ
い
て

追
及
し
ま
し
た
。

「
民
間
大
企
業

の
取
締
役
が
公

益
代
表
と
言
え

る
の
か
」
等
、

労
働
委
員
会
設

立
の
趣
旨
に
照

ら
し
て
の
異
常

さ
を
厳
し
く
指

摘
し
、
31
期
で

の
不
選
任
を
求

め
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
争
議
団
は
、
中
労
委
公

益
委
員
を
承
知
で
取
締
役
に
就
任

さ
せ
た
、
明
治
乳
業
及
び
明
治
Ｈ

Ｄ
の
異
常
企
業
体
質
を
告
発
す
る

大
宣
伝
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
第
31
期
中
労
委
公
益
委

員
に
佐
貫
葉
子
氏
は
選
任
さ
れ
ず
、

１
期
だ
け
で
退
任

す
る
異
例
の
結
果

と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
問
題
で
明
確

な
の
は
、
①
公
益

委
員
の
職
責
を
知

り
な
が
ら
、
取
締

役
に
据
え
て
い
る

明
治
Ｈ
Ｄ
の
企
業

体
質
、
②
公
益
委

員
の
職
責
に
あ
り

な
が
ら
取
締
役
に

就
任
し
た
佐
貫
葉

子
氏
、
③
民
間
大

企
業
の
取
締
役
を

公
益
委
員
に
選
考
し
た
厚
生
労
働

省
（
行
政
）
の
責
任
だ
と
考
え
ま

す
。

団
体
署
名
を
積
み

上
げ
、
さ
ら
に
要

請
行
動
を
強
め
ま
す

明
治
Ｈ
Ｄ
の
社
外
取
締
役
と
し

て
、
09
年
度
は
取
締
役
会
13
回
中

12
回
に
出
席
な
ど
、
経
営
に
対
し

活
発
な
助
言
、
意
見
を
述
べ
て
い

る
佐
貫
葉
子
弁
護
士
は
、
労
働
者
・

労
働
組
合
の
権
利
擁
護
に
と
っ
て
、

極
め
て
重
要
な
職
責
に
あ
る
中
央

労
働
委
員
会
の
現
役
公
益
委
員
で

し
た
。
労
働
委
員
会
は
、
労
使
の

参
与
委
員
を
含
め
三
者
構
成
で
事

件
を
扱
い
ま
す
が
、
審
査
・
判
断

の
権
限
は
公
益
委
員
に
あ
る
の
で

す
。

佐
貫
氏
は
、
30
期
（
08
年
11
月
）

━

明
治
Ｈ
Ｄ
「
社
外
取
締
役
」
の
中
労
委
公
益
委
員

━

抗
議
・
要
請
行
動
に
よ
り
、

31
期
（
10
年
11
月
）
で
は
選
任
さ
れ
ず
！

公
益
委
員
に
選
任
さ
れ
な
が
ら
、

翌
年
09
年
４
月
に
は
、
そ
れ
ま
で

の
明
治
乳
業
社
外
監
査
役
か
ら
、

親
会
社
「
明
治
Ｈ
Ｄ
」
の
取
締
役

に
就
任
し
た
の
で
す
。
残
年
な
が

ら
、
明
治
乳
業
は
１
９
６
０
年
代

か
ら
労
働
争
議
の
絶
え
な
い
企
業

体
質
で
あ
り
、
い
ま
で
も
都
労
委

で
全
国
事
件
（
９
事
業
所
32
名
）

の
不
当
労
働
行
為
・
差
別
事
件
が

審
査
中
な
の
で
す
。
こ
ん
な
異
常

体
質
の
民
間
大
企
業
の
取
締
役
に
、

中
央
労
働
委
員
会
の
公
益
委
員
が

就
任
す
る
な
ん
て
、
と
て
も
信
じ

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

明
治
Ｈ
Ｄ
包
囲
と
厚
生
労
働
省
に

「
選
考
基
準
」
の

異
常
さ
を
正
す
運
動
の
成
果
！

いくらなんでも

それはダメだろ。
ヤメテッ

何を考えて

いるのっ。

いい加減にしろっ。

（３）

新年を迎えて全国各地で

が盛大に行われました。

明治乳業争議支援共闘会議第１４回総会は１月２２日、東

京労働会館で43人が参加して行われ、主催者を代表して支援

共闘会議の松本議長は、「今年は勝ちをとりに行く年である。

明治乳業は長期争議を解決しないため、業績低迷で営業利益

は低下し疲弊感が漂っている」と、業界紙を示しながら指摘

し、「たたかう側は、全労連が支援を決定し、明治乳業に全労

連の組合員が誕生するなど、争議団の結集、支援体制も強ま

り、力関係を変えてきている」と、激励。

松井繁明弁護士が、都労委の到達点や問題点、そして展望

を語り、永瀬事務局長（東京地評）は、明治ＨＤ・明治乳業

に対し、都労委全国闘争ならびに会社への争議解決をはかる

状況を具体的に示しました。

活発な討論後、小関・争議団団長は、今年は長期争議をど

う着地させるか正念場のたたかいであると強調。都労委での

無意味なあら探し立証をやめさせ、資料開示と相対比較を明

らかにし、救済命令を勝ち取ろうと訴え、同時に、事業再編

をめぐる会社包囲の運動を全国的に広げていくと決意を語り

ました。

引き続き同会

館で、恒例の新

春「団旗びらき」

が47団体83名の

参加で行われ、

心ゆくまで交流

を深めることが

出来ました。

オープニング演

奏を含め勇壮な

バチさばきを披露していただいた、習志野地域を軸に活躍の

「奏太鼓サークル」の皆さんをはじめ、音楽家ユニオン・デ

キシ―バンド、千葉からの合唱団、琉球古典舞踊を踊ってく

れた皆さん等など、出し物も例年以上で、終了予定を大幅に

オーバーしました。

主催者の松本議長、来賓として全労連組織部長・高山さん、

東京地評常任幹事・菊池さん、全国都労委事件弁護団団長・

松井先生、都労委労働者委員・山口さんなどの方々から、そ

れぞれかかわる立場から激励と連帯のご挨拶をいただきまし

た。 日航の客室乗務員解雇・鈴木さんの訴えもありました。

踊るのは団員の古小高夫人とその友人

「
支
援
す
る
戸
田
の
会
」
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
旗
び
ら
き
」

を
56
名
の
参
加
で
２
月
４
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
田
中
信
也
議
長
は
、「
明
治
乳
業
は
明
治

Ｈ
Ｄ
の
子
会
社
に
な
っ
て
２
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

更
な
る
事
業
再
編
を
行
う
と
し
、
社
名
さ
え
変
更
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
今
年
こ
そ
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年

で
あ
る
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

地
元
の
埼
労
連
副
議
長
・
小
石
さ
ん
、
戸
田
地
区
労
議
長
・
横

田
さ
ん
等
、
各
団
体
か
ら
激
励
の
挨
拶
が
続
い
た
後
、、
二
部
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
へ
移
り
、
多
彩
な
芸
が
披
露
さ
れ
一
段
と
盛
り
上

が
る
中
、
矢
口
副
団
長
（
埼
玉
争
議
団
長
）
の
お
礼
と
決
意
が
語

ら
れ
、「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
の
三
唱
で
、
争
議
解
決
へ
向
け
て
心

を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

第14回明治乳業争議支援共闘会議総会

１月２２日 東京労働会館

明
治
乳
業
争
議
を
支
援
す
る
戸
田
の
会

（
関
東
工
場
：
旧
戸
田
橋
工
場
）

「
つ
ど
い
」
に
は
川
辺
関
西
支
援
共
闘
会
議
議
長
を
は
じ
め
、

大
阪
労
連
、
大
阪
労
連
東
部
地
区
協
、
大
阪
労
連
阪
南
地
区
協
、

東
大
阪
労
連
、
八
尾
労
連
、
国
民
救
援
会
、
電
力
労
働
運
動
近
畿

セ
ン
タ
ー
、
医
療
生
協
な
ど
と
と
も
に
地
元
八
尾
の
支
援
者
の
皆

さ
ん
二
十
七
人
が
結
集
し
て
頂
き
ま
し
た
。

大
阪
労
連
東
部
地
区
協
議
会
田
中
議
長
の
開
会
挨
拶
と
乾
杯
音

頭
で
始
ま
り
、
川
辺
大
阪
労
連
議
長
、
日
本
共
産
党
お
ち
妙
子
議

員
団
長
、
医
療
生
協
松
岡
専
務
理
事
、
大
関
八
尾
労
連
議
長
な
ど

か
ら
激
励
の
挨
拶
を
頂
き
な
が
ら
「
今
年
が
ま
さ
に
決
戦
の
年
」

と
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

今
、
会
社
の
最
大
の
標
的
に
さ
れ
、
全
力
で
奮
闘
し
て
い
る
伊

藤
団
員
が
「
今
年
が
最
大
の
山
場
に
な
る
」
と
決
意
を
表
明
し
、

大
阪
ら
し
く
「
一
本
締
め
」
で
闘
い
の
決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

明
治
乳
業
争
議
支
援
関
西
共
闘
会
議

一
月
二
十
四
日
八
尾
市
内
で
開
催
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